
47　『扶桑集』の詩人（六）

『
扶
桑
集
』
の
詩
人
（
六
）

後

藤

昭

雄

は
じ
め
に

本
来
の
十
六
巻
の
う
ち
二
巻
が
残
る
の
み
の
『
扶
桑
集
』
の
原
形
を

知
る
方
途
の
一
つ
と
し
て
、『
二
中
歴
』
巻
十
二
、
詩
人
歴
に
記
載
さ

れ
た
「
扶
桑
集
七
十
六
人
」
に
注
目
し
、
そ
の
七
十
六
人
の
履
歴
、
文

事
に
関
す
る
事
績
、
残
さ
れ
た
作
品
な
ど
に
つ
い
て
検
討
、
確
認
の
作

業
を
行
っ
て
き
た
（
１
）。
こ
の
個
々
の
詩
人
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
て
、『
扶
桑
集
』
の
詩
人
の
全
体
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一

ま
ず
、「
扶
桑
集
七
十
六
人
」
に
つ
い
て
。

七
十
六
人
の
な
か
に
、
そ
の
存
在
を
資
料
に
よ
っ
て
確
認
で
き
な
い

人
物
が
二
人
あ
っ
た
。
73
源
（
２
）

幹
国
、
76
藤
原
在
躬
で
あ
る
。
共
に
歴

史
史
料
ま
た
文
学
資
料
に
名
を
見
出
せ
な
い
。
幹
国
に
つ
い
て
は
他
の

姓
氏
に
も
幹
国
な
る
人
物
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
藤
原
在
躬

も
確
認
で
き
ず
、
こ
れ
は
52
菅
原
在
躬
を
誤
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
扶
桑
集
』
の
本
来
の

詩
人
は
七
十
六
人
で
あ
る
と
確
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

65
藤
原
清
平
に
つ
い
て
。
藤
原
清
平
は
履
歴
、
事
績
と
も
に
詩
人
的

側
面
を
見
出
せ
な
い
の
で
、
姓
氏
を
誤
っ
た
と
思
わ
れ
る
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
源
清
平
で
あ
る
可
能
性
を
述
べ
た
（
前
稿
㈤
）。
し
か
し
45

清
原
滋
藤
は
、
知
ら
れ
る
経
歴
は
陸
奥
軍
監
、
佐
渡
守
の
み
で
あ
る
が
、

『
扶
桑
集
』
に
一
首
が
入
集
す
る
（
前
稿
㈣
）。
一
方
に
こ
う
し
た
例
も
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あ
る
の
で
、
清
平
は
そ
の
ま
ま
藤
原
清
平
と
し
て
お
く
。

12
菅
原
是
善
に
つ
い
て
補
足
す
る
。『
二
中
歴
』
原
文
は
「
菅
相

公
」
で
あ
る
が
、「
輔
正
」
と
い
う
小
字
注
が
あ
る
。
菅
原
輔
正
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
前
稿
㈡
で
、
こ
れ
は
「
相
公
」（
参
議
）
間
の
生

没
年
の
順
と
い
う
配
列
基
準
を
乱
し
て
い
る
こ
と
と
、
輔
正
と
す
れ
ば
、

『
扶
桑
集
』
と
『
本
朝
麗
藻
』
の
両
集
に
入
集
す
る
唯
一
の
詩
人
と
な

る
が
、
そ
れ
は
考
え
難
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、「
輔
正
」
と
い
う
注

記
に
拘
わ
ら
ず
、
是
善
と
考
定
し
た
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
是
善
と
考

え
る
べ
き
重
要
な
資
料
を
見
落
と
し
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
補
う
。

そ
れ
は
「
日
観
集
序
」
の
記
述
で
あ
る
。『
日
観
集
』
は
皇
太
子
成

明
親
王
（
の
ち
村
上
天
皇
）
の
命
を
受
け
て
、
大
江
維
時
が
編
纂
し
た

詩
集
で
あ
る
。
集
そ
の
も
の
は
散
佚
し
た
が
、
幸
い
に
そ
の
序
文
が

『
朝
野
群
載
』（
巻
一
）
に
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
か
な
る
詩
集
で

あ
っ
た
の
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
扶
桑
集
』
と
も
深
い
関
係
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
当
面
の
問
題
に
限
る
。

序
に
記
さ
れ
た
本
集
の
採
録
年
代
は
承
和
（
仁
明
朝
）
か
ら
延
喜

（
醍
醐
朝
）
ま
で
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
れ
は
他
に
類
例
の
な
い
特
異

な
方
法
で
あ
る
が
、
ま
ず
そ
の
間
の
詩
人
十
人
を
選
び
、
そ
の
作
品
を

選
定
し
た
と
い
う
。
そ
の
十
人
は
小
野
篁
、
惟
良
春
道
、
菅
原
是
善
、

大
江
音
人
、
橘
広
相
、
都
良
香
、
菅
原
道
真
、
三
善
清
行
、
紀
長
谷
雄
、

大
江
千
古
で
あ
る
が
、
是
善
を
除
い
た
九
人
は
す
べ
て
『
扶
桑
集
』
の

詩
人
で
あ
る
。
も
し
「
菅
相
公
」
を
輔
正
と
す
れ
ば
、
是
善
は
『
扶
桑

集
』
に
漏
れ
た
唯
一
の
『
日
観
集
』
詩
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
こ
れ
ま
た
考
え
難
い
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
源
幹
国
、
藤
原
在
躬
を
除
く
七
十
四
人

を
人
名
索
引
の
か
た
ち
で
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
名
は
村
上

天
皇
を
除
い
て
音
読
す
る
。
数
字
は
「
扶
桑
集
七
十
六
人
」
に
付
し
た

通
し
番
号
。

あ
行

安
興
（
物
部
）	

39

倚
平
（
橘
）	

48

惟
熙
（
菅
原
）	

61

惟
肖
（
菅
野
）	

55

惟
成
（
藤
原
）	

72

維
時
（
大
江
）	

６

英
明
（
源
）	

27

音
人
（
大
江
）	

10

か
行

雅
規
（
菅
原
）	

24

雅
材
（
藤
原
）	

33

雅
量
（
藤
原
）	

70

季
孝
（
藤
原
）	

66

興
行
（
安
倍
）	

49

兼
明
親
王		

２

言
鑑
（
尾
張
）	

51

五
常
（
高
丘
）	

18

広
相
（
橘
）	

９
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好
古
（
橘
）    	

７

行
葛
（
藤
原
）	

53

高
視
（
菅
原
）	

71

後
生
（
藤
原
）	

36

恒
蔭
（
坂
上
）	
64

篁	

（
小
野
）	
11

国
風
（
藤
原
）	

60

さ
行

佐
幹
（
平
）	

41

最
貞
（
藤
原
）	

74

在
躬
（
菅
原
）	

52

在
衡
（
藤
原
）	

４

在
昌
（
紀
）	

20

在
中
（
都
）	

34

在
列
（
橘
）	

29

斯
宗
（
菅
原
）	

47

資
忠
（
菅
原
）	

54

滋
藤
（
清
原
）	

45

淑
光
（
紀
）	

43

淑
望
（
紀
）	

62

春
道
（
惟
良
）	

30

順	

（
源
）	

26

淳
茂
（
菅
原
）	

31

庶
幾
（
菅
原
）	

32

諸
蔭
（
藤
原
）	

69

昌
言
（
大
江
）	

46

相
規
（
源
）	

23

相
如
（
高
丘
）	

67

是
善
（
菅
原
）	

12

正
通
（
橘
）	

22

斉
光
（
大
江
）	

59

清
行
（
三
善
）	
13

清
平
（
藤
原
）	
65

千
古
（
大
江
）	

75

善
宗
（
嶋
田
？
）	

44

た
行

仲
山
（
清
原
）	

68

忠
臣
（
嶋
田
）	

19

長
谷
雄
（
紀
）	

５

朝
綱
（
大
江
）	

14

澄
明
（
大
江
）	

42

直
幹
（
橘
）	

28

道
真
（
菅
原
）	

３

篤
茂
（
藤
原
）	

25

は
行

博
雅
（
藤
原
）	

40

博
文
（
藤
原
）	

58

秘
樹
（
橘
）	

63

美
材
（
小
野
）	

38

文
江
（
三
善
）	

50

文
時
（
菅
原
）	

15

文
範
（
藤
原
）	

８

保
胤
（
慶
滋
）	

21

輔
昭
（
菅
原
）	

35

訪	

（
源
）	

57

ま
行

村
上
天
皇		

１

名
明
（
菅
野
）	

37

ら
行

理
平
（
三
統
）	

16

良
香
（
都
）	

17

令
茂
（
藤
原
）	

56

こ
れ
ら
の
詩
人
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
視
点
か
ら
見
て
い
こ
う
。

現
存
の
『
扶
桑
集
』
に
作
品
が
残
る
詩
人
は
次
の
二
十
四
人
で
あ
る
。

大
江
朝
綱
、
大
江
澄
明
、
小
野
篁
、
兼
明
親
王
、
紀
在
昌
、
紀
長
谷
雄
、

清
原
滋
藤
、
清
原
仲
山
、
惟
良
春
道
、
嶋
田（
？
）善
宗
、
菅
原
雅
規
、

菅
原
淳
茂
、
菅
原
道
真
、
菅
原
文
時
、
高
丘
五
常
、
橘
在
列
、
藤
原
雅
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量
、
藤
原
諸
蔭
、
藤
原
博
文
、
源
英
明
、
源
順
、
源
訪
、
都

良
香
、
三
善
清
行
。

こ
の
う
ち
、
清
原
仲
山
、
藤
原
雅
量
、
源
訪
の
三
人
は

『
扶
桑
集
』
に
残
る
詩
が
そ
れ
ぞ
れ
の
現
存
の
唯
一
の
作
品

で
あ
る
。

次
に
挙
げ
る
十
二
人
は
、
抄
出
、
断
片
も
含
め
て
他
に
詩

作
品
が
な
い
。「
扶
桑
集
七
十
六
人
」
に
名
が
記
載
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、〈
詩
人
〉
と
し
て
名
を
残
す
こ
と
に
な
っ

た
。

安
倍
興
行
、
大
江
昌
言
、
尾
張
言
鑑
、
紀
淑
望
、
清
原
仲
山
、

坂
上
恒
蔭
、
菅
原
高
視
、
橘
秘
樹
、
藤
原
雅
量
、
藤
原
博
雅
、

藤
原
令
茂
、
源
訪
。

こ
れ
ら
の
詩
人
を
氏
族
ご
と
に
略
系
図
に
置
い
て
み
る
と
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ゴ
チ
ッ
ク
体
が
『
扶
桑
集
』
の
詩
人
。

藤
原
氏
（
十
六
人
）

武
智
麿
―　
　

―
貞
嗣

岑
人
―　
　

―
諸
蔭
―
博
雅

高
岑
―　
　

―　
　

―　
　

―　
　

―
季
孝

房　

前

真
楯
―
内
麿

魚
名

真
夏

冬
嗣
―
長
良
―　
　

―　
　

―
文
範

竹
雄
―　
　

―　
　

―
篤
茂

関
雄
―　
　

―
博
文

鷲
取
―　
　

―
高
房

末
茂
―　
　

―　
　

―　
　

―　
　

―
清
平

智
泉
―
佐
高

山
蔭
―　
　

―
在
衡

経
臣
―
雅
材
―
惟
成

国
風

宇　

合

（
南
家
）

（
北
家
）

（
式
家
）

清
成
―　
　

―　
　

―　
　

―
佐
世

綱
手
―　
　

―　
　

―　
　

―　
　

―　
　

―
雅
量

蔵
下
麿

文
貞
―
後
生

文
行
―
最
貞

縄
主
―　
　

―　
　

―　
　

―　
　

―
令
茂

縄
継
―　
　

―　
　

―
行
葛
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菅
原
氏
（
十
二
人
）

清
公
―
是
善
―
道
真

大
江
氏
（
七
人
）

本
主
―
音
人

高
視

景
鑑
―
斯
宗

淳
茂
―
在
躬

雅
規
―
資
忠

文
時

惟
煕

輔
昭

庶
幾

玉
淵
―
朝
綱
―
澄
明

千
古

維
明
―
昌
言

維
時
―
斉
光

橘
氏
（
七
人
）

諸
兄
―
奈
良
麿

清
友
―　
　

―　
　

―　
　

―　
　

―　
　

―
正
通

島
田
麿

真
材
―　
　

―
広
相
―
公
材
―
好
古

長
谷
雄
―　
　

―　
　

―　
　

―　
　

―
倚
平

佐
為
―　
　

―　
　

―　
　

―　
　

―　
　

―
直
幹

（
未
詳
）
茂
生
―
秘
樹
―
在
列

皇
室
・
源
氏
（
六
人
）

嵯
峨
天
皇

仁
明
―
光
孝
―
宇
多

源
弘
―　
　

―　
　

―
訪

源
定
―　
　

―　
　

―
順 醍

醐
斉
世
親
王
―
源
英
明

村
上
天
皇

兼
明
親
王

是
忠
親
王
―
源
清
平
―
相
規
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清
原
氏　

滋
藤
、
仲
山

菅
野
氏　

惟
肖
、
名
明

安
倍
氏　

興
行

尾
張
氏　

言
鑑

惟
良
氏　

春
道

坂
上
氏　

恒
蔭

嶋
田
氏　

忠
臣

平
氏　
　

佐
幹

三
統
氏　

理
平

物
部
氏　

安
興

慶
滋
氏　

保
胤

紀
氏
（
四
人
）

長
谷
雄

小
野
氏　

岑
守
―
篁
―　
　

―
美
材

高
丘
氏　

五
常
―　
　

―
相
如

都
氏　
　

良
香
―
在
中

三
善
氏　

清
行
―
文
江

淑
望

淑
光

淑
信
―
在
昌

二

こ
れ
ら
の
詩
人
を
時
系
列
の
な
か
で
見
て
み
よ
う
。
二
つ
の
年
表
に

示
す
。

年
表
一
に
は
生
没
年
が
明
ら
か
な
詩
人
、
及
び
生
年
あ
る
い
は
没
年

の
ど
ち
ら
か
が
明
ら
か
な
詩
人
を
置
く
。
後
者
に
つ
い
て
は
不
明
な
方

の
数
字
を
（　

）
に
入
れ
て
示
し
た
。
た
と
え
ば
「
900
」
か
ら
始
ま
り

「（
950
）」
で
終
わ
る
も
の
は
、
生
年
は
九
〇
〇
年
で
、
没
年
は
不
明
で

あ
る
が
、
九
五
〇
年
ま
で
の
生
存
が
確
認
で
き
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の

詩
人
名
に
は
△
を
付
し
た
。

年
表
二
に
は
生
没
年
未
詳
の
詩
人
を
置
く
。
数
字
は
生
存
、
活
動
を

確
認
で
き
る
年
を
示
す
。
源
訪
、
藤
原
清
平
、
清
原
仲
山
の
三
人
は
点

で
し
か
示
せ
な
い
。
ま
た
菅
原
斯
宗
、
平
佐
幹
、
善
宗
は
年
表
に
は
除

外
し
た
。
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年
表
一

	
800	

834
承
和	

859
貞
観	

901
延
喜	

930
承
平	

947
天
暦	

986
一
条
朝

	

小
野
篁
802	

852

	

大
江
音
人
811	

877

	

菅
原
是
善
812	

880

	

嶋
田
忠
臣
828	

892

	
都
良
香
834	

879

	

△
菅
野
惟
肖
（
872
）	

888

	

橘
広
相
837	

890

	

△
高
丘
五
常
837	

（
897
）

	

菅
原
道
真
845	

903

	
△
小
野
美
材
（
880
）	

902

	

紀
長
谷
雄
845	

912

	

△
菅
原
高
視
（
893
）	

913

	

三
善
清
行
847	

918

	
△
紀
淑
望
（
896
）	

919

	
△
大
江
千
古
（
901
）	

924

	

三
統
理
平
856	

926

	

△
菅
原
淳
茂
（
900
）	

926

	

△
藤
原
博
文
（
902
）	

929

	

紀
淑
光
869	

939

	

△
坂
上
恒
蔭
879	

（
925
）

	
△
大
江
澄
明
（
941
）	

950
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800	

834
承
和	

859
貞
観	

901
延
喜	

930
承
平	

947
天
暦	

986
一
条
朝

	

△
藤
原
雅
量
（
937
）	

951

	

△
橘
在
列
（
923
）	

953
？

	

大
江
朝
綱
886	

957

	

大
江
維
時
888	

963

	

藤
原
在
衡
892	

970

	

橘
好
古
893	

972

	

△
菅
原
雅
規
（
951
）	

979

	

菅
原
文
時
899	

981

	

△
橘
直
幹
899	

（
966
）

	

藤
原
後
生
909	

970

	

藤
原
文
範
909	

996

	

△
菅
原
輔
昭
（
964
）	

982

	

源
順
911	

983

	

兼
明
親
王
914	

987

	

村
上
天
皇
926	

964

	

大
江
斉
光
934	

987

	

△
菅
原
資
忠
（
962
）	

987

	

慶
慈
保
胤
943
？	

1002

	

藤
原
惟
成
943	

989

	

800	

834
承
和	

859
貞
観	
901
延
喜	

930
承
平	

947
天
暦	

986
一
条
朝

	

惟
良
春
道
827	

844

	

安
倍
興
行
865	

892

年
表
二
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800	

834
承
和	

859
貞
観	

901
延
喜	

930
承
平	

947
天
暦	

986
一
条
朝

	

物
部
安
興
889	

916

	

都
在
中
896	

920

	

藤
原
諸
蔭
902	

928

	

三
善
文
江
902	

929

	

橘
秘
樹
914	

931

	

紀
在
昌
920	

960

	

源
英
明
921	

940
？

	

源
訪
・
923

	

菅
野
名
明
924	

959

	

菅
原
庶
幾
931	

958

	

尾
張
言
鑑
932	

943

	

菅
原
在
躬
932	

948

	

藤
原
清
平
・
932

	

藤
原
国
風
939	

959

	

清
原
仲
山
・
941

	

清
原
滋
藤
941	

961

	

藤
原
篤
茂
942	

973

	

藤
原
雅
材
955	

970

	

菅
原
雅
煕
956	

962

	

藤
原
行
葛
959	

963

	

藤
原
令
茂
959	

966

	

源
相
規
959	

977

	

橘
倚
平
963	

975

	

藤
原
季
孝
963	

987

	

大
江
昌
言
963	

992

	

藤
原
最
貞
982	

992
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こ
の
年
表
に
基
づ
い
て
、『
扶
桑
集
』
が
作
品
採
録
の
範
囲
と
し
た

年
代
を
考
え
て
み
た
い
が
、
先
立
っ
て
、
研
究
史
を
ふ
り
返
っ
て
お
こ

う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
従
来
、
資
料
と
さ
れ
た
の
は
『
江
談
抄
』
の
記

述
で
あ
っ
た
。

早
く
和
田
英
松
『
本
朝
書
籍
目
録
攷
證
』（
明
治
書
院
、
一
九
三
六

年
）
は
「
扶
桑
集
」
の
項
に
「
こ
の
集
は
、
江
談
抄
に
、「
時
歴
九
代

歟
」
と
あ
り
て
、
光
孝
天
皇
よ
り
一
条
天
皇
ま
で
、
九
代
間
に
於
け
る

詩
人
の
作
れ
る
詩
を
撰
集
し
た
る
も
の
な
り
と
し
た
り
」
と
い
う
。
し

か
し
す
ぐ
に
「
但
し
」
と
し
て
『
二
中
歴
』
の
「
扶
桑
集
七
十
六
人
」

の
詩
人
を
列
挙
し
、「
…
…
と
あ
り
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
徳
天
皇
よ

り
、
冷
泉
天
皇
ま
で
の
も
の
な
り
」（
三
九
二
頁
）
と
す
る
。

次
い
で
川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
中
（
三
訂
版
、

明
治
書
院
、
一
九
八
二
年
。
初
版
一
九
五
九
年
）
に
、『
江
談
抄
』
を

引
い
て
、「「
時
歴
二
九
代
一
」
と
あ
る
の
に
従
え
ば
光
孝
天
皇
の
仁
和

期
よ
り
一
条
天
皇
の
長
徳
期
ま
で
約
百
年
間
の
作
品
集
と
な
る
わ
け
で

あ
る
が
、
実
際
は
小
野
篁
な
ど
文
徳
天
皇
の
代
に
死
ん
だ
作
者
ま
で
網

羅
し
て
い
る
」（
五
三
九
頁
）
と
あ
る
。

金
原
理
氏
は
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四

年
）
の
「
扶
桑
集
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
記
す
。「『
江
談
抄
』
に
よ
れ

ば
、
光
孝
天
皇
の
仁
和
期
よ
り
九
代
、
一
条
天
皇
の
長
徳
期
ま
で
約
百

年
間
の
詩
人
の
作
品
を
集
め
た
こ
と
に
な
る
が
、
じ
っ
さ
い
に
は
惟
良

春
道
な
ど
仁
明
天
皇
の
時
代
の
詩
人
の
詩
も
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、

勅
撰
三
集
以
後
、
一
条
朝
の
前
ま
で
の
す
ぐ
れ
た
詩
を
分
類
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
」。

大
曾
根
章
介
「『
本
朝
文
粋
』
成
立
試
論
―
『
扶
桑
集
』
と
の
関
係

に
つ
い
て
―
」（『
王
朝
漢
文
学
論
攷
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
。
初

出
一
九
九
〇
年
）
は
同
じ
く
『
江
談
抄
』
を
引
用
し
て
、「
…
…
と
見

え
る
の
で
、
光
孝
天
皇
の
仁
和
期
よ
り
一
条
天
皇
の
長
徳
期
ま
で
九
代

百
年
間
の
作
品
を
集
め
た
こ
と
に
な
る
が
、
和
田
英
松
氏
は
『
二
中

歴
』
所
載
の
詩
人
名
を
参
考
に
し
て
文
徳
天
皇
よ
り
冷
泉
天
皇
ま
で
の

九
代
を
想
定
さ
れ
て
い
る
」（
九
六
頁
）
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
和
田
氏
が
指
摘
し
た
『
江
談
抄
』
に
い
う

「
九
代
」
を
『
扶
桑
集
』
が
採
録
の
対
象
と
し
た
年
代
と
解
し
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
九
代
」
は
そ

う
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
疑
問
を
懐
く
。『
江
談
抄
』

の
記
述
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
立
ち
返
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
本
文
を
挙
げ
る
。
巻
五
―
25
。

（
３
）

又
云
、
扶
桑
集
長
徳
年
中
所
撰
也
云
々
。
時
歴
九
代
歟
。
今
上
之

時
也
。
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ま
た
云
は
く
、「
扶
桑
集
は
長
徳
年
中
に
撰
す
る
と
こ
ろ
な
り

と
云
々
。
時
は
九
代
を
経
た
る
か
。
今
上
の
時
な
り
」
と
。

こ
れ
は
ど
う
理
解
す
べ
き
か
。
素
直
に
読
ん
で
み
よ
う
。
ま
ず
『
扶

桑
集
』
は
長
徳
年
間
に
選
集
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
承
け
て
「
九

代
」
が
経
過
し
て
い
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
一
条
朝
に
編
纂

さ
れ
て
か
ら
今
ま
で
、
九
代
が
経
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

末
尾
の
「
今
上
の
時
な
り
」
が
や
や
舌
足
ら
ず
の
感
が
あ
る
が
、
九
代

を
経
て
今
上
の
御
代
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ

う
に
『
江
談
抄
』
は
晩
年
の
大
江
匡
房
が
年
若
い
藤
原
実
兼
に
語
り
聞

か
せ
た
話
談
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
上
と
は
匡
房
が
語
っ
て
い
る

時
の
天
皇
で
あ
る
（
４
）。
匡
房
は
鳥
羽
天
皇
の
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
に

没
し
て
い
る
が
、
一
条
天
皇
よ
り
鳥
羽
天
皇
ま
で
は
ま
さ
に
九
代
と
な

り
、
こ
う
解
し
て
矛
盾
は
な
い
。

「
九
代
」
は
『
扶
桑
集
』
の
採
録
範
囲
を
い
う
も
の
で
は
な
い
。
以

下
、「
九
代
」
と
は
拘
わ
り
な
く
実
際
に
即
し
て
考
え
て
い
こ
う
。

始
ま
り
は
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
生
年
が
最
も
早
い
の
は
八
〇
二

年
生
ま
れ
の
小
野
篁
で
あ
り
、
篁
と
生
年
が
前
後
す
る
惟
良
春
道（５
）が
こ

れ
と
ほ
ぼ
同
時
と
思
わ
れ
る
。
篁
と
春
道
の
二
人
は
『
経
国
集
』
の
詩

人
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
思
い
合
わ
せ
る
べ
き
も
の
は
前
述
の
『
日
観

集
』
の
序
で
あ
る
。『
日
観
集
』
は
承
和
か
ら
延
喜
ま
で
の
詩
を
採
録

し
た
こ
と
を
明
言
し
、
十
人
の
詩
人
を
選
ん
だ
と
い
う
。
そ
う
し
て
そ

の
最
初
に
位
置
す
る
の
が
小
野
篁
で
あ
り
、
次
い
で
惟
良
春
道
で
あ
る
。

『
扶
桑
集
』
の
最
初
期
の
作
者
は
篁
と
春
道
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、『
日

観
集
』
と
一
致
す
る
。
こ
れ
は
『
扶
桑
集
』
は
『
日
観
集
」
と
同
じ
く

承
和
を
起
点
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

終
わ
り
は
ど
こ
ま
で
と
な
ろ
う
か
。
こ
れ
を
考
え
る
う
え
で
考
慮
す

べ
き
こ
と
は
、
金
原
説
の
「
一
条
朝
の
前
ま
で
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。

「
一
条
朝0

」
と
い
う
捉
え
方
は
「
九
代0

」
に
拘
っ
た
も
の
か
と
い
う
気

も
す
る
が
、
天
皇
の
治
世
を
区
切
り
と
す
る
こ
と
は
一
般
論
と
し
て
も

あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
一
条
天
皇
の
即

位
は
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
七
月
で
、
こ
こ
に
一
条
朝
が
始
ま
る
が
、

没
年
が
こ
れ
以
後
に
及
ぶ
の
は
、

九
八
七
年　
　

兼
明
親
王
、
大
江
斉
光
、
菅
原
資
忠

九
八
九
年　
　

藤
原
惟
成

九
九
六
年　
　

藤
原
文
範

一
〇
〇
二
年　

慶
滋
保
胤

で
あ
り
、
年
表
二
の
詩
人
の
う
ち
で
も
、
藤
原
季
孝
（
～
九
八
七
）、

大
江
昌
言
（
～
九
九
二
）、
藤
原
最
貞
（
～
九
九
二
）
は
一
条
朝
に
お

け
る
生
存
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
前
記
の
六
人
の
う
ち
、
藤
原
文
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範
は
九
八
六
年
の
時
点
で
七
十
八
歳
と
い
う
高
齢
で
あ
り
、
慶
滋
保
胤

は
九
八
六
年
に
、
藤
原
惟
成
は
翌
九
八
七
年
に
出
家
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
一
条
朝
の
前
ま
で
、
す
な
わ
ち
花
山
朝
ま
で
と
い

う
明
確
な
意
識
が
あ
っ
た
か
否
か
を
知
る
こ
と
は
も
と
よ
り
で
き
な
い

が
、
実
際
と
し
て
は
「
一
条
朝
の
前
ま
で
」
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

以
下
、
年
表
一
を
主
、
年
表
二
を
従
と
し
て
用
い
て
、
時
代
の
推
移

の
な
か
で
詩
人
を
見
て
い
こ
う
、

年
表
一
を
見
て
い
て
、
気
付
く
こ
と
が
あ
る
。
藤
原
博
文
で
区
切
り

が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
、
大
江
千
古
か
ら
藤
原

博
文
ま
で
四
人
の
没
年
が
近
接
し
て
い
る
。
こ
れ
を
年
表
の
基
準
線
と

見
合
わ
せ
て
み
る
と
、
九
三
〇
年
が
承
平
元
年
と
な
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
こ
こ
で
〈
延
喜
〉
が
終
わ
る
の
で
あ
る
。「
日
観
集
序
」
に
い
う

「
延
喜
」
が
醍
醐
朝
の
意
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、『
日
観
集
』
が
作
品
採
録
の
下
限
と
し
た
〈
延
喜
〉
の
終

わ
り
と
年
表
が
示
す
区
切
れ
と
が
重
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
区
切
り
を
置
い
て
、
こ
こ
ま
で
を
概
観
し
て
み
よ

う
。ま

ず
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
小
野
篁
、
惟
良
春
道
（
第
二

表
）
以
下
、
大
江
千
古
に
至
る
『
日
観
集
』
の
詩
人
十
人
が
含
ま
れ
て

い
る
。

篁
と
春
道
の
活
躍
期
は
承
和
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
継
ぐ
詩
人
と
し
て

大
江
音
人
と
菅
原
是
善
と
い
う
儒
家
と
し
て
の
大
江
家
、
菅
原
家
の
創

始
者
、
継
承
者
（
二
代
目
）
が
現
れ
る
。
こ
の
二
人
に
お
い
て
は
承
和

期
は
な
お
修
学
時
代
で
、
詩
人
と
し
て
の
活
躍
は
貞
観
年
間
で
あ
る
。

そ
の
後
に
菅
原
道
真
と
ほ
ぼ
時
代
を
同
じ
く
す
る
嶋
田
忠
臣
、
都
良

香
、
橘
広
相
、
紀
長
谷
雄
、
三
善
清
行
ら
の
名
を
知
ら
れ
る
詩
人
が
登

場
す
る
。
小
野
美
材
、
ま
た
年
表
二
の
安
倍
興
行
、
物
部
安
興
、
都
在

中
も
こ
こ
に
属
す
る
。
そ
の
活
躍
期
は
貞
観
、
寛
平
、
さ
ら
に
延
喜
に

も
及
ぶ
。

延
喜
、
延
長
期
に
は
前
記
の
詩
人
の
子
で
あ
る
菅
原
高
視
・
淳
茂

（
道
真
の
子
）、
紀
淑
望
・
淑
光
（
長
谷
雄
の
子
）、
大
江
千
古
（
音
人

の
子
）、
三
善
文
江
（
第
二
表
、
清
行
の
子
）
が
登
場
す
る
。
年
表
二

の
藤
原
諸
蔭
も
こ
こ
に
属
す
る
だ
ろ
う
。

紀
淑
光
以
下
は
没
年
が
承
平
（
朱
雀
朝
）
以
後
で
あ
る
こ
と
で
、
こ

れ
以
前
と
区
別
さ
れ
る
。
言
葉
を
換
え
て
言
え
ば
、
こ
こ
ま
で
が
『
日

観
集
」
と
並
行
す
る
承
和
か
ら
延
喜
に
至
る
詩
人
た
ち
で
あ
る
。

続
い
て
以
後
を
見
て
い
こ
う
。
以
後
の
詩
人
は
活
動
が
承
平
・
天
暦

す
な
わ
ち
朱
雀
・
村
上
朝
以
後
に
及
ぶ
。
こ
の
点
で
前
期
の
詩
人
と
区

別
さ
れ
る
。
第
二
表
で
は
紀
在
昌
以
下
が
こ
れ
に
属
す
る
。
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初
め
に
位
置
し
、
生
年
が
明
ら
か
な
大
江
朝
綱
、
大
江
維
時
、
藤
原

在
衡
ら
に
お
い
て
は
、
延
喜
期
は
修
学
時
代
で
、
こ
れ
に
次
ぐ
延
長
期

か
ら
儒
家
詩
人
と
し
て
の
活
動
を
始
め
る
。

彼
ら
よ
り
十
年
ほ
ど
遅
れ
る
菅
原
文
時
、
橘
直
幹
以
下
は
、
天
慶
・

承
平
す
な
わ
ち
朱
雀
朝
、
さ
ら
に
村
上
朝
が
修
学
時
代
と
な
る
。

上
記
の
大
江
朝
綱
、
大
江
維
時
、
菅
原
文
時
、
橘
直
幹
ま
た
源
順
ら

が
朱
雀
・
村
上
朝
の
主
要
な
詩
人
と
な
る
。

大
江
斉
光
、
菅
原
資
忠
、
慶
滋
保
胤
、
藤
原
惟
成
ら
は
村
上
朝
の
後

半
と
な
る
天
徳
期
以
後
に
修
学
を
終
え
て
詩
文
の
制
作
活
動
に
入
る
。

惟
成
の
対
策
及
第
は
天
禄
す
な
わ
ち
円
融
朝
に
至
っ
て
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
『
扶
桑
集
』
の
詩
人
を
大
ま
か
に
捉
え
て

み
よ
う
。

『
扶
桑
集
』
は
先
行
す
る
詩
集
と
し
て
承
和
（
仁
明
朝
）
か
ら
延
喜

（
醍
醐
朝
）
ま
で
の
詩
を
採
録
し
た
『
日
観
集
』
が
あ
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
醍
醐
朝
の
終
わ
る

延
長
八
年
（
九
三
〇
）
で
前
後
に
分
け
て
考
え
た
。
終
わ
り
は
一
条
朝

以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
確
言
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

承
和
（
八
三
四
～
）
か
ら
花
山
朝
が
終
わ
る
寛
和
二
年
（
九
八
六
）

ま
で
、
約
百
五
十
年
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
前
記
の
醍
醐
朝
の
終
わ
り

（
九
三
〇
年
）
を
区
切
り
と
し
て
前
後
に
分
け
る
と
、
前
期
約
百
年
、

後
期
約
五
十
年
と
な
る
。
こ
れ
に
年
表
一
・
二
の
詩
人
を
割
り
振
っ
て

み
よ
う
。
年
表
一
で
は
前
期
十
八
人
、
後
期
二
十
二
人
、
年
表
二
で
は

前
期
七
人
、
後
期
二
十
一
人
で
、
合
わ
せ
て
前
期
二
十
五
人
、
後
期
四

十
三
人
と
な
る
。
時
間
の
幅
は
後
期
は
前
期
の
半
分
で
あ
る
が
、
詩
人

の
数
で
は
後
期
は
前
期
の
二
倍
近
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
詩
人
に
限
っ

て
の
こ
と
で
あ
る
が
、『
扶
桑
集
』
は
先
行
の
『
日
観
集
』
を
承
け
て
、

『
日
観
集
」
以
後
の
作
品
を
集
成
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
編
纂
さ

れ
た
詩
集
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三

『
扶
桑
集
』
の
佚
詩
に
つ
い
て
付
言
す
る
。

初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
現
存
の
『
扶
桑
集
』
は
本
来
の
十
六
巻
の
う

ち
の
巻
七
・
九
の
二
巻
の
み
で
、
し
か
も
共
に
欠
佚
が
あ
る
。
残
る
作

品
は
詩
百
三
首
、
詩
序
十
二
首
、
作
者
不
明
の
詩
一
句
で
あ
る
。

た
だ
し
他
の
詩
集
に
現
存
す
る
作
品
で
、『
扶
桑
集
』
に
採
録
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
代
表
例
は
菅
原
道
真
の

詩
で
あ
る
。『
菅
家
文
草
』
の
近
世
の
版
本
に
詩
題
の
下
に
「
扶
集

一
」「
扶
五
」
な
ど
の
割
注
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
「
扶
」
は
『
扶
桑
集
』
の
略
で
、
そ
の
詩
が
『
扶
桑
集
』
の
巻
幾
に
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収
め
ら
れ
て
い
る
か
を
注
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
林
古
渓
氏
は
こ
れ
に

着
目
し
、
元
禄
版
本
か
ら
拾
遺
し
た
注
記
を
分
析
し
て
、『
扶
桑
集
』

の
散
佚
し
た
巻
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
か
を
推
定
し
た
（
６
）。

林
論

文
の
目
的
は
類
聚
詩
集
で
あ
る
『
扶
桑
集
』
の
原
形
を
追
求
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
ま
た
、
道
真
の
ど
の
詩
が
『
扶
桑
集
』
に
採
録
さ
れ
て

い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

最
近
、
廖
栄
発
氏
は
林
論
文
を
補
正
す
る
論
文
を
発
表
し
た
（
７
）。
廖
論

文
の
成
果
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
林
論
文
と
同
様
の
方
法
に
よ
る
調
査
が
早
く
江
戸
後
期
の
天

台
僧
、
宗
淵
（
一
七
八
六
～
一
八
五
九
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
神
藻
扶
粋
抄
』（『
北
野

文
叢
』
所
収
）
で
、
道
真
の
詩
九
十
首
が
『
扶
桑
集
』
に
入
集
し
て
い

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
と
い
う
。
近
代
の
漢
文
学
研
究
が
見
逃
し
て

い
た
事
実
に
光
が
当
て
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
は
林
論
文
の
確
認
増
補
で

あ
る
。『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
調
査
対
象
を
諸
本
に
拡
げ
て
、

漏
れ
て
い
た
作
品
を
補
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
両
集
所
収
の
詩
九
十

五
首
が
『
扶
桑
集
』
に
入
集
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

菅
原
道
真
以
外
の
詩
人
に
つ
い
て
は
、
嶋
田
忠
臣
「
早
秋
感
懐
」

（『
和
漢
朗
詠
集
』
225
・
226
）、
源
順
「
秋
光
変
二
山
水
一
」（『
天
徳
三
年

八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記
』）
に
つ
い
て
大
曾
根
章
介
氏
、
本
間
洋

一
氏
の
指
摘（８
）が

あ
っ
た
が
、
廖
氏
が
新
た
に
大
江
維
時
「
林
開
霧
半

収
」（『
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記
』）、
源
順
「
暮
春
於
二

浄
闍
梨
洞
房
一
同
賦
二
花
光
水
上
浮
一
」
詩
及
び
序
（
序
は
『
本
朝
文

粋
』
301
）
が
入
集
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

以
上
が
現
存
の
『
扶
桑
集
』
所
収
作
以
外
の
、『
扶
桑
集
』
に
入
集

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
が
、「『
扶
桑
集
』
の
詩
人
」

の
作
業
を
し
て
い
る
な
か
で
、
断
片
で
は
あ
る
が
、
佚
詩
が
あ
る
こ
と

に
気
付
い
た
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。

そ
れ
を
引
く
の
は
『
幻
中
類
林
』
で
あ
る
。
本
書
は
『
源
氏
物
語
』

の
注
釈
書
で
、
天
理
図
書
館
蔵
。
巻
五
の
み
の
零
本
で
、「
若
菜
上
」

か
ら
「
雲
隠
」
ま
で
が
残
る
。
了
悟
の
著
で
、
正
応
年
間
（
一
二
八
八

～
一
二
九
三
）
頃
の
成
立
か
と
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
今
井
源
衛
編
『
源
氏
物

語
と
そ
の
周
縁
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
九
年
）
に
影
印
が
あ
る
。
こ

の
書
の
「
二
十
一　

柏
木
巻
」
に
次
の
注
が
あ
る
（
送
り
仮
名
省
略
。

図
版
参
照
。
こ
れ
を
Ａ
と
す
る
）。

扶
桑
集
云	

	

菅
在
躬

過
二
右
幕
下
保
忠
古
墓
一

天
与
二
善
人
一
吾
不
ㇾ
信　

右
将
軍
墓
草
初
青
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こ
こ
で
は
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
人
々

が
柏
木
の
死
を
哀
惜
す
る
な
か
で
、
夕
霧
が
「
右
将
軍
が
塚
に
草
初
め

て
青
し
」
の
句
を
口
ず
さ
む
、
周
知
の
場
面
の
、
こ
の
句
に
対
す
る
注

で
あ
る
。

『
扶
桑
集
』
の
佚
詩
を
指
摘
す
る
と
い
う
目
的
は
こ
れ
で
果
た
し
た

こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
本
文
は
従
来
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
で
挙
げ
ら

れ
て
い
た
も
の
と
は
い
く
つ
か
の
違
い
が
（
大
き
な
違
い
も
）
あ
る
。

敢
え
て
脇
道
に
入
り
た
い
。

従
来
、「
右
将
軍
が
塚
に
」
の
句
の
出
典
を
記
す
も
の
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
き
た
の
は
、『
河
海
抄
』
で
、
こ
の
よ
う
に
あ
る
（
こ
れ
を
Ｂ

と
す
る
）。

天
与
善
人
吾
不
信
、
右
将
軍
墓
草
初
秋　
紀
在
昌

こ
れ
と
Ａ
と
を
比
較
す
る
と
、
違
い
が
四
つ
あ
る
。
収
載
文
献
、
作

者
、
詩
題
、
後
句
の
末
尾
の
本
文
で
あ
る
。

ま
ず
収
載
文
献
に
つ
い
て
。
Ｂ
の
『
本
朝
秀
句
』
は
、
今
は
佚
書
で
、

こ
の
よ
う
に
後
代
の
文
献
に
書
名
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
が
、
藤
原
明

衡
（
生
年
未
詳
～
一
〇
六
六
）
の
編
著
で
あ
る
（『
本
朝
書
籍
目
録
』）。

一
条
朝
の
長
徳
年
間
の
成
立
で
あ
る
『
扶
桑
集
』
に
後
れ
る
。

次
に
は
詩
題
を
検
討
し
よ
う
。
Ｂ
に
は
詩
題
が
な
い
が
、
Ａ
に
は

「
右
幕
下
保
忠
の
古
墓
を
過
ぐ
」
と
い
う
詩
題
が
あ
り
、
詩
の
詠
作
事

情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
保
忠
は
藤
原
時
平
の
子
で
、
承
平
六
年

（
九
三
六
）
七
月
に
没
し
た
。
時
に
四
十
七
歳
、
大
納
言
右
近
衛
大
将

の
官
に
在
っ
た
。「
右
幕
下
」
は
こ
れ
を
い
う
。「
古
墓
」
と
あ
る
か
ら
、

詩
は
こ
れ
よ
り
か
な
り
の
歳
月
が
経
過
し
た
時
点
で
詠
ま
れ
た
も
の
と

な
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
は
『
河
海
抄
』
が
詩
の
引
用
の
後
に
記
す
「
右
将

軍
保
忠
」
の
注
記
に
依
っ
て
詠
作
事
情
が
考
え
ら
れ
て
き
た
。

翻
っ
て
作
者
で
あ
る
が
、
Ａ
は
菅
原
在
躬
、
Ｂ
は
紀
在
昌
と
相
違
す

る
（
（1
（

。
詩
の
制
作
時
期
は
承
平
六
年
よ
り
あ
る
程
度
の
時
が
過
ぎ
て
と
考

え
ら
れ
る
。
在
躬
、
在
昌
と
も
に
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
承
平
、

こ
れ
に
次
ぐ
天
慶
年
間
は
と
も
に
活
躍
時
期
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
作
者

本
朝
秀
句

（『
幻
中
類
林
』　

今
井
源
衛
編
『
源
氏
物
語
と
そ
の
周
縁
』
に
拠
る
）
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で
あ
り
得
る
。

詩
句
本
文
。
後
句
の
末
尾
が
Ａ
は
「
青
」、
Ｂ
は
「
秋
」
で
あ
る
が
、

Ａ
は
夕
霧
が
口
ず
さ
む
「
右
将
軍
が
塚
に
草
初
め
て
青
し
」
に
一
致
す

る
。以

上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、『
源
氏
物
語
』
の
本
文
の
出
典
と
し
て

ど
ち
ら
を
採
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
遺
存
が
明
ら
か
に
な
っ
た

Ａ
に
依
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
収
載
文
献
の
性
格
を
考
え

て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
出
典
と
さ
れ
て
き
た
『
本
朝
秀
句
」
は

書
名
が
示
す
よ
う
に
秀
句
集
で
あ
る
。
平
安
朝
後
期
に
は
『
本
朝
佳

句
』『
日
本
佳
句
』『
拾
遺
佳
句
』
な
ど
の
類
似
の
集
が
続
出
し
た
が

（『
本
朝
書
籍
目
録
』）、
秀
句
集
は
そ
の
本
来
的
性
格
と
し
て
二
次
編
纂

物
で
あ
る
。
先
に
存
在
す
る
総
集
、
別
集
所
収
の
詩
文
の
中
か
ら
、
優

れ
た
詩
句
、
文
句
を
抜
萃
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
扶
桑

集
』
は
一
次
編
纂
物
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、『
扶
桑
集
』
に
依
る
べ

き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

そ
う
す
る
と
、
一
考
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
前
述
の
詩
句
の

「
青
」
と
「
秋
」
の
違
い
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
夕
霧
が
「
草
初
め

て
青
し
」
と
口
ず
さ
む
の
は
、
物
語
の
場
面
（
季
節
）
に
合
わ
せ
て
出

典
の
「
草
初
秋
」
を
臨
機
応
変
に
言
い
換
え
た
も
の
と
い
っ
た
説
明
が

な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
『
河
海
抄
』
に
は
「
本
詩
は
秋
と
あ
る
を
、

今
あ
ら
た
め
て
青
と
誦
せ
ら
れ
た
る
、
其
心
優
美
な
る
者
歟
」
と
い
う
。

現
行
の
注
釈
も
お
お
む
ね
同
じ
で
あ
る
。
一
方
、『
扶
桑
集
』
の
佚
句

に
依
れ
ば
、
夕
霧
は
本
来
の
詩
句
を
そ
の
ま
ま
に
朗
誦
し
た
こ
と
に
な

る
。こ

こ
で
付
け
加
え
る
と
、『
源
氏
物
語
奥
入
』
の
異
本
で
あ
る
『
源

語
古
抄
（
（1
（

』（
神
宮
文
庫
蔵
）
に
も
、
こ
の
一
聯
が
引
か
れ
て
い
る
。

天
与
善
人
吾
不
信　

右
将
軍
墓
草
初
青

こ
の
詩
句
が
引
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
や
は
り
末
尾
は
「
青
」

で
あ
る
。『
奥
入
』
の
異
本
に
こ
の
句
が
あ
る
こ
と
は
、『
奥
入
』
に
も

「
草
初
青
」
の
本
文
で
、
こ
の
一
聯
が
引
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
思

わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

Ａ
を
引
く
『
幻
中
類
林
』
ま
た
こ
の
『
源
語
古
抄
』、
こ
れ
ら
『
河

海
抄
』
に
先
立
つ
鎌
倉
時
代
の
『
源
氏
物
語
』
注
釈
書
が
引
く
詩
句
は

「
草
初
青
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
夕
霧
は
詩
句

を
そ
の
ま
ま
の
形
で
口
ず
さ
ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
す
れ
ば
、

「
草
初
秋
」
の
本
文
に
依
る
『
河
海
抄
』
は
（
先
行
の
『
紫
明
抄
』
も
）、

「
秋
」
を
「
青
」
と
言
い
換
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
和
漢
朗
詠
集
』
所

収
句
な
ど
も
援
用
し
つ
つ
、
か
な
り
の
文
字
を
費
や
し
て
説
明
を
加
え
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て
い
る
が
、
こ
れ
も
必
要
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
（
（1
（

。

注

�（
１
）�　

拙
稿
「『
扶
桑
集
』
の
詩
人
（
一
）
～
（
三
）」（『
成
城
国
文
学
』

第
三
五
号
～
三
七
号
、
二
〇
一
九
年
～
二
〇
二
一
年
）、「『
扶
桑
集
』

の
詩
人
（
四
）、（
五
）」（『
成
城
文
藝
』
第
二
五
五
号
、
二
五
七
号
、

二
〇
二
一
年
四
月
、
同
九
月
）。
こ
れ
ら
は
以
下
「
前
稿
」
と
称
す

る
。

（
２
）�　

数
字
は
「
七
十
六
人
」
に
付
し
た
通
し
番
号
。
七
十
六
人
は
前
稿

（
一
）
に
一
覧
表
と
し
て
示
し
た
。

（
３
）�　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
条
番
号
。

（
４
）�　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
江
談
抄
』
脚
注
（
後
藤
担
当
）。
な
お
、

私
も
一
員
で
あ
っ
た
江
談
抄
研
究
会
の
『
古
本
系
江
談
抄
注
解
』

（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
七
八
年
）
に
す
で
に
同
様
の
解
釈
を
示
し
て

い
る
（
二
三
四
頁
）。

（
５
）�　

前
稿
（
四
）
の
「
惟
良
春
道
」
の
項
で
は
「
日
観
集
序
」
の
記
載

順
序
か
ら
、
小
野
篁
よ
り
後
の
生
ま
れ
と
し
た
が
、
不
注
意
で
あ
っ

た
。
そ
の
順
序
は
必
ず
し
も
生
年
の
順
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て

「
篁
と
生
年
が
前
後
す
る
」
と
訂
正
す
る
。

（
６
）�　

林
古
渓
「
扶
桑
集
の
巻
数
お
よ
び
分
類
に
つ
い
て
」（『
国
語
と
国

文
学
』
第
一
四
巻
六
号
、
一
九
三
七
年
）。

（
７
）�　

廖
栄
発
「『
扶
桑
集
』
再
考
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
第
六
六
号
、

二
〇
二
一
年
）。

（
８
）�　

大
曾
根
章
介
、
複
刻
日
本
古
典
文
学
館
『
和
漢
朗
詠
集
』（
日
本

古
典
文
学
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）「
解
題
」、
本
間
洋
一
「『
類
題

古
詩
』（
類
聚
句
題
抄
）
研
究
覚
書
」（『
王
朝
漢
文
学
表
現
論
考
』

和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
９
）�　
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
。
今
井
源

衛
稿
）

（
10
）�　

な
お
『
紫
明
抄
』
も
菅
原
在
躬
の
作
と
す
る
。

（
11
）�　

今
井
源
衛
「
神
宮
文
庫
蔵
『
原
語
古
抄
』
本
文
と
解
題
」（『
今
井

源
衛
著
作
集
４　

源
氏
物
語
文
献
考
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）

（
12
）�　

詩
句
の
上
句
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
く
。「
天
与
善
人
吾
不
信
」、

こ
れ
を
現
行
の
注
釈
書
に
「
天
と
善
人
と
吾
信
ぜ
ず
」
と
読
ん
で
い

る
も
の
を
見
る
が
、
上
の
四
字
を
こ
の
よ
う
に
読
む
の
は
誤
り
で
あ

る
。
前
掲
の
『
幻
中
類
林
』
写
本
の
よ
う
に
「
天
の
善
人
に
与く
み

す

る
」
と
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

（
ご
と
う
・
あ
き
お　

成
城
大
学
元
教
授
）


